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地域清掃  ～ クラスごとに地域に出かけて清掃活動 ～ 

１０月２８日(火)に「地域清掃」が行われました。これは，

学校周辺地域で奉仕活動を行って地域に貢献することを経

験することと，地域の方々に西部中生徒の活動を理解して

いただくことを目的とし

ています。平成11年に校

友会の自発的な提案で始

まり，今年で16回目とな

る伝統行事です。どのク

ラスも割り当てられた場

所の清掃に熱心に取り組

みました。 

以下は，初めて行った１年生の感想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 オリンピック教室  ～ オリンピアン２名が授業 ～ 

１０月２７日(月)に２名のオリンピアン（オリンピック出場アスリー

ト）を迎え，２年生を対象として「オリンピック教室」が行われま

した。これは，日本オリンピック協会（ＪＯＣ）が主催する事業で，

次のことを目的としています。 

『オリンピアンと授業形式で直接ふれあう機会を通してオリ

ンピアンの考え方や生き方に触れることにより，夢に向かっ

て努力したり，困難に立ち向かお

うとしたりする意欲，フェアプレーや助け合いの精神等のオリンピッ

クの理念や価値を伝える。』 （開催要項より） 

 今回来校されたオリンピアンは，いずれも2008年の北京オリンピッ

クに出場した阪本章史選手（自転車・ＢＭＸ。２年２組の授業。写真上）と

内田 翔選手（水泳・競泳。２年１組・３組の授業。写真左）で，２年生が

クラスごとに２時間ずつの授業（運動１時間，座学１時間）を行いま

した。 

意見文発表で大活躍  ～ 少年の主張・英語弁論大会 ～ 

２学期は３年生が日本語による意見文発表（少年の主張。女子２名）と英語による意見文発表（英語

弁論大会。女子１名）に出場して活躍しました。いずれもりんどう祭で披露しました。 

＜ 少年の主張 ＞ 

・長野県大会で県知事賞【県１位】と優良賞 

・全国大会 出場（１名） 

・県青少年健全育成県民大会で発表（１名） 

 ＜ 英語弁論大会 ＞ 

・北信地区中学校英語弁論大会で１位 

・県中学校英語弁論大会で５位 

「私たちは加茂神社でした。みんなまじめに掃除していました。やる時はやるんだと思いました。きれ

いになったのでよかったです」 

「今日の地域清掃では，主に落ち葉を集めてゴミ袋に入れました。予想以上に量が多く，時間内に終わ

らない量でした。でも，協力して時間いっぱい清掃することができました」 

「大門から新田町までゴミ拾いをしました。中央通りなのであまりゴミが落ちていないのかなと思った

けれど，意外にタバコなどのゴミがたくさん落ちていました。通学路をきれいにできてよかったです。

来年も頑張って私たちの町をきれいにしていきたいと思います」 



第５回トルコ訪問  ～ 11月上旬に生徒代表がトルコ・タンプナル校を訪問 ～ 

１１月１日(土)から９日(日)の９日間，生徒４名（３年生男子２名，２年生男女各１名），職員２名（学校長，

国際理解教育係），西部中トルコ交流地域コーディネーター１名の合計７名の訪問団がトルコを訪れ，姉妹

校のタンプナル校との交流を行いました。 

 長野冬季オリンピックの「一校一国運動」で始まった西部中のトルコ交流。その後，イスタンブール

にあるタンプナル校を紹介していただき学校間の交流が始まりました。最初は生徒作品の交換をしてい

ましたが，平成１６年から隔年で相互訪問を始め，昨年は受け入れ，今年は訪問となりました。 

今回の訪問では，タンプナル校の授業に参加したり，日本文化を紹介したりする交流を行いました。

また，生徒は別々の生徒宅で６泊のホームステイを体験しました。休日等にはイスタンブールの観光や

バザールなどでの買い物を行い，異文化を身をもって体験しました。１２月には報告会を行って全校に

交流やイスタンブールの様子を伝える予定です。 
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大規模災害発生時の対応について 

 先日の長野県神城断層地震（長野県北部で発生した地震）では，長野市でも場所によって大きな被害が出

ています。そこで，生徒にも改めて連絡していますが，この機会に大規模災害発生時の対応をご家庭でも

確認していただきますようお願いします。 

 

① 生徒が学校にいる時に発生した場合は，下校せずに学校待機とし，保護者に迎えに来ていただく。そ

の場合の連絡方法は，学級連絡網での電話連絡，長野市学校安全安心ネットでのメール配信，ホーム

ページへの掲載とし，それらが不可能な場合は連絡なしで迎えに来ていただく。 

 ② 家庭や地域で被害が発生した場合は，速やかに学校に連絡していただく。必要に応じて，学校から文

書等でご家庭に周知する。 

 ③ 集合場所，家族間の連絡方法，非常持ち出し品などを各家庭で決めておく。 

 ④ 災害発生時の状況によっては，恐怖や不安から心身に不調をきたす可能性があるので，生徒の状況把

握や健康観察をよりていねいに行う。 

タンプナル校の新任校長先生と 


